
2021年 12月 21日 

各    位 

株式会社 福井銀行 

 

株式会社大岸正商店さまへの 

「SDGs宣言」の策定支援について 

 

  株式会社福井銀行（頭取 林 正博）は、SDGsの達成に取り組んでいる企業さまをご支援 

するため、『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』をご提供しております。 

この度、本サービスを通じて、株式会社大岸正商店さまが「SDGs宣言」を策定され 

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

【企業概要】 

発 行 企 業 名 株式会社大岸正商店 

所 在 地 福井県小浜市和久里 9-1-12 

代 表 者 大岸 俊介 

設 立 1983年 1月 

重 点 項 目 

 

   
 

   
 

※「SDGs宣言」の詳細は別紙をご参照ください。 

 

企業にとっての SDGs経営とは「事業活動を通じて社会課題を解決していくこと」です。 

SDGsへの取組みが企業イメージの向上および事業拡大やイノベーション等の新たな事業機 

会の創出につながることから、多くの企業が SDGs経営を推進しております。 

福井銀行は、地域金融機関として、地域産業の育成・発展と地域に暮らす人々の豊かな生活 

の実現に貢献するため、お客さまの SDGsへの取組みを支援してまいります。 

 

■ 該当する SDGsの目標 

 

 

 

 

以  上 

 

   

                 

 

 



株式会社 大岸正商店 

SDGs宣言 

取組事例 

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、

事業活動を通して持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 2021年12月21日 

株式会社 大岸正商店 

代表取締役  大岸 俊介 

サステナブルな商品開発を通じて、 

地域の伝統産業を次世代へ受け継ぐ 

当社は、国内塗箸生産シェア約8割を占める福井県小浜の地で、 

1969年より3代にわたって箸屋を営んでおります。 

創業以来のコンセプト「一生懸命」「真心」「チャレンジ」を大切にし、 

時代とともに変化するお客さまの細やかなニーズに、誠心誠意 

お応えしてまいりました。 

 

SDGsの時代において、「エコ」の観点から再度その価値が見直されている塗箸ですが、 

お客さまにさらなる付加価値をお届けするため、サステナブルなお箸づくりを行ってまいります。 

経済・社会・環境の三つの側面のバランスが取れた社会を目指す世界共通の指標として、2015年9月に国

連で採択。貧困や飢餓、水や保健、教育、医療、言論の自由やジェンダーなど、人々が人間らしく暮らして

いくための社会的基盤を2030年までに達成するという目標になっており、17のゴール（目標）と169項目の

ターゲット（達成基準）がある。 

持続可能な開発目標（SDGs）とは 

［ 木材調達 ］ 

「松の木のお箸」には北海道産の唐松（カラマツ）、 

「桜の木のお箸」には石川県産の山桜（ヤマザクラ）を使用しております。 

国土の約3分の2が森林と言われている日本において、適切に伐採された木材

を使用することは、地域の山地生態系を保全することにも繋がっております。 

 日本の固有種である国産材を使用 

［ 加工・仕上げ ］  手作業での職人仕上げ 

国内塗箸生産量の約80％を占めるお箸の名産地・福井県小浜市で、 

職人が一膳一膳すべて手作業で削りあげています。地域の伝統産業を新しい

カタチで受け継いでいく。当社はそのような商品開発を心がけています。 

［ 包装 ］ 

商品のコンセプトに合わせ、こだわりの素材を使用しております。 

 環境に配慮した紙の包装 

［ 使用 ］ 

「 松の木のお箸 」・「 桜の木のお箸 」 



事業内容 

 若狭塗箸企画 / 製造 / 卸業 / 小売業（EC ）  

人の数だけ、食卓のシーンだけ、箸があります。 

まさに「十膳十色」です。 

私たちは創業以来、お箸を通じて人々の食卓が豊かなものになるよう、

お客さまの細やかなニーズにお応えし、お箸づくりをしてきました。 

これからはさらに未来を見据えて、人と環境に優しいお箸づくり、 

次世代を担う子供たちにつながる持続可能なお箸づくりを目指して 

まいります。 

代表取締役  大岸 俊介 

「 若狭木箸 TAKUMI 」 

優しいお箸づくりを目指します！ 

技術 

「若狭木箸 TAKUMI」は、職人歴50年以上の若

狭の木地（きじ）職人が作った、シンプルな木箸

です。丁寧な手仕事から生まれた、持ち手から

箸先までシャープで美しいお箸は、手に持って

も食卓に置いても美しい佇まいです。 

 

お箸の表面は、木曽の熟練の漆塗り職人が、

漆を塗ってはふき取る作業を繰り返す「すり漆」

という技法で仕上げました。使用する漆は「天

日手黒目」という方法で精製された、上質な漆

を使っています。 

シンプルな中に、まさに職人のこだわりと技が

詰まった商品です。 

 

その人に合うお箸というのは、手の大きさや 

食生活、好みなどによって様々です。 

三角形から八角形までの豊富な形と三色の色 

から選べる本シリーズは、自分にピッタリの一膳

を見つけることができます。 

 

また、お客さまからのご要望に応じて、TAKUMIシ

リーズはお箸の塗り直し（有料）もいたします。 

 

愛着のあるお箸を長く使っていただく。 

当社は持続可能な社会において、お客さまのラ

イフスタイルに合わせた商品設計を行っています。 

 

愛着 



［別 紙］ 

 

『〈ふくぎん〉SDGs経営支援サービス』について 

 

【サービス概要】 

取  扱  店 全店 

対 象 と な る 方 当行と預金取引きのある法人のお客さま 

サ ー ビ ス 内 容 

 

SDGsへの取組状況の確認と今後の対応事項の整理から、対外PR支援まで

を実施 

 

■ 取組状況の確認と今後の対応事項の整理 

 経済産業省関東経済産業局公表の「SDGsの観点で市場・社会から期待

される基本的な事項」をもとに作成したオリジナルのチェックシート

（6分野36項目）により、企業のSDGsへの取組状況を把握し、整理した

結果を専用のフィードバックシートにて還元 

 

■ 事業戦略への反映 

フィードバック結果を踏まえ、事業とSDGsの結びつきを明らかにし、

今後取り組むべき優先課題を見つけ、効果的な事業戦略に反映 

 

■ 対外支援PR 

専用のSDGs宣言を策定し、当行ホームぺージ等を通じてニュースリリ

ースを実施 

 

利 用 手 数 料 
165,000円（消費税込） 

※社内セミナーのオプションあり（価格は要相談） 

 

 

 

                  


